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評 価 日 令和６年６月１３日（木） 

評 価・提 言 学校の所見・改善策 

１ 目標設定について 

 現在行っている学びが将来に結びつくように「た

くましく生きるための学力」から「未来へ羽ばたく

ための学力」に変更したことについて了承された。 

 

２ 評価項目と目標達成のための取組について 

 「地域貢献力の育成」を「地域活躍力」に変更し

たことで、生徒自信が活躍するというイメージを持

ちやすいし頑張ろうと思える。 

 生徒の表現力を高めるための「魅力発信」につい

ては、了承された。 

 

３ 具体目標について 

昨年度の実績を踏まえ、目標の数値を高めた部分

について、了承された。 

 

４ 目標達成のための具体方策について 

・ＩＣＴの使用を教員が率先して行うことで、生徒

も率先して使用することに繋がる。 

・地域で活躍することについて、肯定的な回答、否

定的な回答がともに４５％だった。学校での分析は

必要。 

・新型コロナウイルスの影響で、学校の活動が停滞

し、コミュニケーションを取れない生徒が多い。 

・大学や、専門学校などの上級学校と連携は必要。 

・地域で活躍することで、自己肯定感、自信をつけ

て欲しい。 

・地元企業（サントリーなど）と連携した取組、林

業などに就職をして欲しい。 

 

５ その他 

○地域資源を生かした学びを特定な

授業だけでなく各教科での実施と広

げていきたい（スーパーアウトドア

ハイスクール構想） 

 

○生徒一人ひとりが活躍できるよう

に、今後もスクラップ＆ビルドして

いき特色ある活動を推進する。 

 

○現在の生徒は言葉だけでなく、芸

術、ＩＣＴ、行動等によって自分が

意図したことを表現できる力の育成

が必要である。 

 

 

 

 

 

 

○全ての生徒が肯定的な回答をす

る事業が望ましいが、身につけさ

せたい力を伸ばすために計画して

いる。困難に感じる、否定的な意

見もあるのは承知している。しか

しながら、生徒は人との出会いの

中で気づき、成長していくもので

ある。今後も生徒が主体的に学び

考えられるようにしていきたい。 

 



 


